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年
間
に
三
〇
人
程
度
削
減
し
七
〇

人
と
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
勧
奨

退
職
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
も
検

討
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
ま
で
は

国
体
事
務
局
に
一
〇
人
程
度
職
員

を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

か
ら
、
一
般
行
政
部
門
は
平
成
十

六
年
度
は
一
〇
人
以
上
の
減
員
体

制
に
な
り
ま
す
。
職
員
の
意
識
改

革
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

議
員
の
定
数
に
つ
い
て
も
減
員

す
る
方
向
で
検
討
い
た
し
ま
す
。

議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
昨
年

十
月
よ
り
一
〇
％
の
報
酬
カ
ッ
ト

を
行
い
、
常
勤
特
別
職
（
村
長
、

助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
）
に
つ

い
て
は
、
昨
年
四
月
よ
り
五
％
の

給
料
、
〇
・
二
五
月
の
手
当
て
の

カ
ッ
ト
を
行
い
、
平
成
十
六
年
度

か
ら
さ
ら
に
五
％
の
給
料
の
減
額

を
行
い
ま
す
。

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
も
発
足
し
て
三
十
四
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
九
月
、
利
根
沼
田
九
市
町

村
の
任
意
合
併
協
議
会
が
解
散
し

た
時
も
、
こ
の
枠
組
み
は
堅
持
す

る
こ
と
が
必
要
と
九
市
町
村
長
が

確
認
を
し
て
お
り
ま
す
。
広
域
行

政
で
取
り
組
ん
だ
方
が
無
駄
な
経

費
が
か
か
ら
な
い
事
案
を
検
討
し

推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

開
か
れ
た
行
政
と
住
民
の
参
加

型
行
政
を
推
進
す
る
た
め
情
報
公

開
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

国
の
財
政
再
建
計
画
か
ら
地
方

へ
の
交
付
金
等
の
減
額
が
実
施
さ

れ
る
中
で
、
効
率
的
な
財
政
運
営

を
住
民
の
目
か
ら
見
、
意
見
を
具

申
し
て
く
れ
る
機
関
を
設
置
す
る
。

平
成
十
六
年
度
、
平
成
十
七
年

度
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
国
体
誘
致
は
、
片
品
村
が

観
光
産
業
の
活
性
化
と
ス
キ
ー
産

業
振
興
の
目
的
の
た
め
誘
致
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
財
政
の
厳
し
い

中
で
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
が
上
が
る
よ
う
、
村
民
一
丸
と

な
っ
て
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
広
域
行
政
の
推
進

○
議
員
、
特
別
職
の
報
酬
削
減

○
情
報
公
開
条
例
の
制
定

○
財
政
問
題
を
検
討
す
る

外
部
機
関
の
設
置

○
平
成
十
七
年
度

冬
季
国
体
の
成
功
努
力

平成15年9月、利根沼田任意合
併協議会で各９市町村長より合併
の方針が示され、9月末をもって任
意合併協議会は解散しました。
11月14日、沼田市、月夜野町、

水上町、新治村の４市町村で利根
沼田地域合併協議会が設立されま
した。利根東部は10月22日白沢村、
利根村、片品村で任意協を設立す
るための準備会を発足させたが、
白沢村、利根村が利根沼田地域合
併協議会に参加を申し入れたため
準備会は解散。12月5日白沢村、
利根村の２村は利根沼田地域合併
協議会に加入することを村長、議
長連名にて関係市町村に申し込み、
12月25日に開催された利根沼田地
域合併協議会の場で、2村の加入に
ついて意見交換されましたが、賛
否両論があり、加入問題は一時保
留となりました。1月28日の利根
沼田地域合併協議会の中で、白沢
村、利根村の加入については、沼
田市が橋渡し役となり、利根沼田
地域合併協議会とは別に沼田市、
白沢村、利根村１市２村で研究会
を立ち上げることで合意を得ました。
昭和村は自主自立を確認し、川

場村は当初から自主自立を宣言し
ています。

利根沼田地域の合併協議の動き

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
六
年
二
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

メ
ル
ヘ
ン
へ
雪
像
さ
そ
ふ
月
光
下

立
春
の
声
と
と
の
は
ぬ
四
十
雀

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

山
鳥
の
発
ち
て
尾
を
曳
く
雪
の
畑

訪
ぬ
れ
ば
紅
梅
香
る
旧
家
か
な

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

甘
酒
を
す
す
り
て
夫
と
雪
ま
つ
り

立
春
や
野
菜
の
多
き
老
ひ
の
膳

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

花
活
け
て
雪
の
三
日
を
籠
り
け
り

亡
き
夫
に
語
り
し
今
朝
や
春
立
つ
日

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

室
独
活
の
ほ
の
か
な
に
が
み
春
隣

箱
根
へ
の
旅
の
さ
そ
ひ
や
春
立
つ
日

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

梅
ニ
ュ
ー
ス
お
ら
が
村
里
零
下
五
度

春
立
ち
ぬ
事
件
の
風
は
荒
れ
に
け
り

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

虎
落
笛
干
竿
飛
ば
す
夜
半
か
な

立
春
の
日
向
に
芽
吹
く
福
寿
草

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

雪
の
朝
そ
ぞ
ろ
歩
き
に
身
を
ま
も
り

梅
の
鉢
散
り
ゆ
く
花
の
雪
の
宿

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

満
月
が
雪
像
照
ら
す
雪
ま
つ
り

ロ
ウ
梅
の
一
枝
も
ら
ひ
て
冬
た
の
し

東
小
川
　
　
小
川
ヒ
ロ
子

青
空
を
睨
む
雪
像
大
達
磨

梅
の
芽
も
ま
だ
ま
だ
固
く
小
雀
と
ぶ

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

生
か
さ
れ
て
米
寿
を
迎
え
ぼ
け
も
せ
ず

大
寒
も
す
ぎ
て
春
立
つ
豆
を
ま
く

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

春
炬
燵
庭
に
懸
巣
の
群
が
翔
つ

盆
梅
を
暖
め
咲
か
す
趣
味
の
花

鎌
田
　
　
　
大
竹
　
恵
子

越
冬
の
花
と
住
み
い
て
部
屋
狭
し

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

限
り
な
く
降
り
つ
づ
く
雪
友
の
葬

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

真
に
受
け
て
鳴
き
声
わ
る
し
寒
鴉

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

音
も
な
く
唐
松
ぬ
ら
す
寒
の
雨

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

一
瞬
の
時
を
刻
み
て
雪
の
像

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
気
づ
き
て
春
立
つ

日

一
句
目
　
兼
題

二
句
目
　
席
題
　
立
春
　
梅
花
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合
併
特
例
法
の
期
限
が
、
来
年
の

三
月
に
せ
ま
り
、
今
全
国
の
市
町
村

は
、
議
会
、
住
民
を
巻
き
込
ん
で
地

域
の
生
き
残
り
を
か
け
て
、
今
ま
で

振
り
返
っ
て
み
な
か
っ
た
故
郷
の
大

切
さ
、
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

に
育
ん
で
い
く
か
、
改
め
て
考
え
直

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

明
治
二
十
二
年
片
品
村
が
発
足
し

て
以
来
、
私
た
ち
祖
先
が
営
々
と
築

い
て
く
れ
た
こ
の
「
土
地
」
と
そ
こ

か
ら
は
ぐ
く
ま
れ
た
「
人
」
は
片
品

の
宝
で
す
。
こ
の
村
民
の
目
に
み
え

る
自
治
、
対
話
の
で
き
る
自
治
を
確

立
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り

と
し
て
三
つ
の
目
標
を
立
て
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
目
は
、「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
村
民
生
活
」
で
す
。

う
る
お
い
の
あ
る
快
適
な
生
活
環

境
を
作
る
た
め
、
生
活
、
文
化
、
福

祉
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
行
政

区
ご
と
の
活
動
を
支
援
し
、
一
芸
に

秀
で
た
人
の
発
掘
、
そ
の
活
動
を
支

援
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
や
村
の
イ
メ

ー
ジ
作
り
に
活
用
、
高
齢
者
の
い
き

い
き
事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
の
拡

大
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
を
活
発

化
し
、
歴
史
、
伝
統
行
事
の
保
存
、

継
承
し
他
の
行
事
な
ど
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
住
民
活
力
を
推
進
す
る
。

二
つ
目
は
、「
自
然
を
活
か
し
た

地
域
産
業
の
発
展
」
で
す
。

自
然
、
観
光
資
源
を
活
用
し
四
季

を
通
じ
て
の
産
業
振
興
。
沼
田
か
ら

の
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い
ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備
。
観
光
協
会
、
農
協
、

商
工
会
、
森
林
組
合
な
ど
と
連
携
し
、

片
品
特
産
の
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

開
発
し
、
就
業
の
場
を
増
や
す
産
業

の
誘
致
、
尾
瀬
を
歌
う
コ
ン
サ
ー
ト
、

村
内
文
化
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
村

内
外
へ
片
品
の
情
報
発
信
を
行
う
。

三
つ
目
は
、「
村
民
と
と
も
に
進

め
る
む
ら
づ
く
り
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
行
政
と
地
域

と
の
対
話
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
行
政
主
導
で
は
な

く
、
住
民
主
導
の
村
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
住
民
自
治
組
織
の
活
動

を
活
発
化
さ
せ
、
そ
れ
を
行
政
が
支

援
す
る
形
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
役
場
職
員
が
意

識
の
改
革
を
し
、
目
的
意
識
を
持
ち
、

提
案
制
度
を
設
け
、
課
題
に
つ
い
て

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
て
検
討
、

課
を
超
え
た
横
断
的
な
発
想
に
よ
り

課
題
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
職
員
が

率
先
し
て
地
域
活
動
を
行
い
、
地
域

と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
村
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
住
民
と
の
協
働

国
で
は
、
三
位
一
体
の
改
革
と

い
っ
て
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
削

減
、
地
方
交
付
税
改
革
を
行
い
、

地
方
へ
税
源
移
譲
を
す
る
方
針
で

す
が
、
結
果
的
に
は
国
か
ら
く
る

金
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
こ

ん
な
中
で
行
政
の
す
べ
き
こ
と
、地

域
が
で
き
る
こ
と
、
行
政
と
地
域

が
協
力
す
れ
ば
で
き
る
こ
と
を
精

査
し
地
域
と
の
協
働
を
推
進
す
る
。

・
公
有
施
設
の
有
効
利
用

村
民
が
心
豊
か
に
福
祉
、
文
化

を
享
受
で
き
る
施
設
、
保
育
所
、

学
校
、
住
民
セ
ン
タ
ー
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
公
園
、
消
防
施
設
等
は

ほ
と
ん
ど
先
輩
方
の
努
力
に
よ
っ

て
完
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ら
の
施
設

を
い
か
に
有
効
に
管
理
し
て
い
け

ば
よ
い
の
か
が
課
題
と
な
り
ま

す
。
結
果
と
し
て
、
全
体
予
算
の

内
、
普
通
建
設
事
業
費
は
減
少
し

ま
す
が
、
そ
れ
は
時
代
と
と
も
に

変
わ
っ
て
き
て
当
然
の
こ
と
で

す
。
今
ま
で
と
同
じ
公
共
事
業
費

を
投
入
す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
危

険
で
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
維
持

費
す
な
わ
ち
経
常
経
費
は
か
か
り

ま
す
が
、
皆
で
知
恵
を
出
し
合
い

今
あ
る
施
設
を
充
分
に
活
用
し
、

潤
い
の
あ
る
生
活
、
活
力
あ
る
産

業
を
生
み
出
し
た
い
も
の
で
す
。

・
公
共
施
設
の
効
率
的
な
管
理

村
内
四
つ
の
保
育
所
、
四
つ
の

小
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
民
芸

館
等
の
各
施
設
に
つ
い
て
は
、
将

来
統
合
等
を
考
慮
し
た
上
で
効
率

的
な
運
営
、
管
理
の
検
討
が
必
要

で
す
。

こ
れ
ら
は
、
も
し
他
の
市
町
村

と
合
併
す
れ
ば
一
番
最
初
に
統
合

等
が
計
画
に
の
せ
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
事
業

で
あ
る
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー

場
、
尾
瀬
ロ
ッ
ジ
な
ど
も
民
間
管

理
な
ど
考
慮
し
た
上
で
検
討
が
必

要
で
す
。

・
各
団
体
等
へ
の
補
助
金
、
各

種
事
業
の
負
担
金
、
手
数
料
、
使

用
料
等
の
見
直
し

各
種
団
体
の
体
質
の
改
善
、
補

助
金
の
見
直
し
、
各
種
事
業
の
負

担
金
、
手
数
料
、
使
用
料
等
に
つ

い
て
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
見
直

し
を
す
る
。

・
施
策
の
見
直
し

現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
事
業
、

実
施
途
中
の
事
業
に
つ
い
て
、
当

初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
も
の
、

情
勢
の
変
化
に
よ
り
当
初
の
目
的

や
必
要
性
が
薄
れ
た
も
の
、
行
政

効
果
が
乏
し
い
も
の
、
同
種
の
事

業
を
必
要
以
上
に
細
分
化
し
て
い

る
も
の
、
各
課
で
類
似
の
事
業
を

統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
が
あ

る
も
の
の
見
直
し
。

・
庁
内
機
構
改
革

村
づ
く
り
地
域
産
業
の
活
性
化

を
推
進
す
る
総
合
計
画
を
作
成
す

る
た
め
の
専
門
部
署
を
四
月
よ
り

庁
内
に
設
置
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
、

効
率
化
を
図
る
庁
内
機
構
改
革
を

十
六
年
度
中
に
検
討
す
る
。

・
議
員
、
職
員
定
数
の
削
減

現
状
の
職
員
の
定
数
と
仕
事
量

は
、
機
構
改
革
を
検
討
す
る
中
で

職
員
配
置
も
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
現
在
一
般
行
政
部
門
の

職
員
は
一
〇
〇
人
い
ま
す
が
、
職

員
一
人
々
の
能
力
を
充
分
発
揮

し
、
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
十

広報かたしな H16. 3

○
行
財
政
改
革
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~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
「
古
文
書
を
読
む
会
」

☆
青
少
推
、
子
育
連
関
係

・
青
少
推
会
議

・
子
育
連
総
会

☆
ス
ポ
少
関
係

・
野
球
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

（
利
根
村
）

☆
社
会
体
育
関
係

・
体
育
協
会
総
会

☆
文
化
協
会
関
係
係

・
文
化
協
会
総
会

☆
婦
人
会
関
係

・
婦
人
会
総
会

☆
学
校
関
係

・
始
業
式
、
入
学
式

・
離
退
任
式

・
利
根
郡
教
育
研
究
会
総
会

◇
片
小

・
授
業
参
観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会

◇
北
小

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会

◇
南
小

・
授
業
参
観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

◇
武
尊
根
小

・
交
通
安
全
教
室
・
通
学
路
清
掃

点
検

・
授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会

◇
片
中

・
環
境
奉
仕
日

☆
社
会
教
育
全
般

・
社
会
教
育
委
員
会
議

・
文
化
財
調
査
員
会
議

下
旬

下
旬

下
旬

下
旬

未
定

下
旬

中
〜
下
旬

七
日

十
六
日

二
十
一
日

未
定

未
定

未
定

二
十
六
日

二
十
八
日

未
定

下
旬

下
旬

※
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。 ４

月
４
月

こ
の
た
び
、
片
品
村
で
は
、
平
成

十
五
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
助
成
を
受
け
八
木
節
の
道
具
を
購

入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を
行
う
た
め

に
、
自
治
宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部

が
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

村
で
は
、
購
入
し
た
道
具
を
各
区

に
分
配
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
各

区
で
行
わ
れ
る
盆
踊
り
や
農
協
祭
を

は
じ
め
、
各
種
の
行
事
に
積
極
的
に

活
用
さ
れ
、
地
域
の
連
帯
感
の
向
上

や
、
自
治
意
識
の
向
上
に
役
立
つ
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

来
年
度
片
品
中
学
校
新
入
生
の
保

護
者
を
対
象
と
し
、
思
春
期
子
育
て

講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座

は
、
同
じ
年
齢
の
子
ど
も
を
も
つ
保

護
者
が
一
同
に
会
す
る
機
会
に
子
育

て
に
関
す
る
講
演
等
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。
今
回
は
、
親
業
訓
練
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
小
山
百
合
子
氏
に

「
子
ど
も
の
『
生
き
る
力
』『
考
え
る

力
』
を
育
て
る
―
親
業
―
」
と
題
し

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

障
害
と
な
る
12
の
型
（
命
令
、
脅
迫
、

説
教
、
提
案
、
理
屈
、
非
難
、
同
意
、

辱
め
る
、
解
釈
、
激
励
、
尋
問
、
ご

ま
か
し
）
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
次
に
、
親
と
子
の
間
で
の
よ
り

よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
大

切
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
第
一
に
、

子
ど
も
か
ら
心
の
サ
イ
ン
が
出
た
と

き
に
能
動
的
に
聞
き
（
繰
り
返
す
、

言
い
換
え
る
、
気
持
ち
を
く
む
）、

子
ど
も
の
気
持
ち
を
く
む
こ
と
が
大

切
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
で
子
ど

も
に
自
立
心
が
芽
生
え
る
そ
う
で

す
。
第
二
に
、
話
す
と
き
、
親
の
気

持
ち
を
率
直
に
伝
え
る
「
肯
定
の
わ

た
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
大
切
だ
そ
う

で
す
。

親
業
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
「
み

と
め
る
」「
ほ
め
る
」「
こ
う
て
い
」

「
さ
ん
せ
い
」
の
み
ほ
こ
さ
ん
だ
そ

う
で
す
。

受
講
者
か
ら
、「
言
っ
て
は
い
け

な
い
言
葉
に
気
を
つ
け
た
い
。」「
子

ど
も
の
気
持
ち
を
く
ん
で
や
る
親
に

な
り
た
い
。」
な
ど
の
感
想
が
で
ま

し
た
。

本
年
度
、
片
品
村
に
お
い
て
「
地

域
と
学
校
が
連
携
協
力
し
た
奉
仕
活

動
・
体
験
活
動
推
進
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
現
代

の
子
ど
も
達
に
不
足
が
ち
な
奉
仕
活

動
・
体
験
活
動
の
充
実
を
地
域
全
体

で
支
え
て
い
く
体
制
を
築
い
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
柱
の
一
つ
に
こ
の
協
議
会
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
、
い
ろ

い
ろ
な
団
体
等
の
代
表
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
、
片
品
村
と
し
て
の
奉
仕
活

動
・
体
験
活
動
の
在
り
方
を
協
議
す

る
機
関
で
す
。

今
回
は
、
片
品
子
ど
も
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
報
告
や
北
地
区

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
実
践
事
業
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加

者
の
子
ど
も
に
対
す
る
思
い
の
深
さ

や
各
団
体
の
学
校
や
学
校
外
で
の
子

ど
も
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
協
議

も
な
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
人
が
学
校
と
い
ろ
い
ろ
な

関
わ
り
を
も
つ
こ
と
は
、
学
校
の
た

め
で
な
く
、
そ
こ
に
参
加
す
る
人
の

学
習
意
欲
や
生
き
甲
斐
に
も
通
じ
る

も
の
だ
と
い
う
意
見
や
各
団
体
の
行

事
等
の
調
整
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
意
見
も
だ
さ
れ
ま
し

た
。今

後
、
子
ど
も
達
が
よ
り
よ
い
環

境
の
中
で
、
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動

の
充
実
が
図
れ
る
よ
う
に
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

交
付
に
よ
り
八
木
節
の

道
具
を
購
入
し
ま
し
た

思
春
期
子
育
て
講
座
　
　

２
月
10
日

第
四
回
片
品
地
域
教
育

力
推
進
協
議
会２

月
25
日 ・

・

・

・
・

・
・
・
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ス
ノ
ー
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
二

月
六
日
か
ら
二
月
八
日
ま
で
花
の
谷

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
外

の
グ
ル
ー
プ
企
業
・
団
体
や
学
校
生

徒
合
計
で
二
十
七
体
の
ス
ノ
ー
ア
ー

ト
を
昼
・
夜
を
通
し
て
寒
い
中
製
作

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
三
日
間
で
約
７，

０
０

０
人
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

年
は
、
村
外
か
ら
の
お
客
様
も

多
く
、
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
幻
想
的
な
会
場
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

二
月
七
日
に
は
、
第
九
回
越
本
御

神
火
祭
が
中
里
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
、
約
１，

８
０
０
人
が

集
ま
り
、
越
本
神
輿
保
存
会
の
会
員

に
混
じ
り
観
光
客
の
方
も
神
輿
を
担

ぎ
回
り
ま
し
た
。

ま
た
尾
瀬
太
鼓
の
演
奏
や
越
本
地

区
児
童
に
よ
る
「
稚
内
ソ
ー
ラ
ン
節
」

で
祭
り
を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
ご
協
力
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
森
の
名
手
・
名
人
一
〇
〇
人
」

と
は
、（
社
）
国
土
緑
化
推
進
委
員

会
が
森
に
係
わ
る
生
業
等
の
う
ち
、

優
れ
た
業
を
極
め
、
他
の
技
術
、
技

能
者
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
達
人
一

〇
〇
名
を
全
国
か
ら
選
定
す
る
も
の

で
こ
の
度
、
須
藤
氏
が
「
加
工
部
門
」

（
炭
焼
き
・
炭
窯
づ
く
り
）
で
認
定

さ
れ
、
二
月
五
日
（
木
）
に
群
馬
県

庁
に
て
県
林
政
部
長
よ
り
伝
達
を
受

け
ま
し
た
。

須
藤
氏
は
、
長
年
の
木
炭
の
研
究

で
そ
の
生
産
過
程
に
独
自
の
工
夫
を

取
り
入
れ
、
火
持
ち
が
良
い
「
白
炭
」

と
火
付
き
が
良
い
「
黒
炭
」
の
両
方

を
取
り
入
れ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の

「
黒
炭
」
を
開
発
し
「
尾
瀬
備
長
」

と
し
て
売
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た

木
酢
液
の
製
造
に
力
を
注
ぎ
自
宅
に

蒸
留
装
置
を
備
え
た
「
研
究
室
」
を

設
け
、
学
者
の
助
言
を
受
け
真
空
蒸

留
方
式
に
よ
る
透
明
で
無
色
の
高
品

質
な
木
酢
液
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

か
た
し
な
冬
ま
つ
り

２
０
０
４

全
国
「
森
の
名
手
・
名
人

一
〇
〇
人
」
に

須
藤
金
次
郎
氏
（
東
小
川
）

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
！

’

’

ま
た
片
品
村
木
炭
組
合
長
と
し
て

築
釜
・
製
炭
技
術
研
修
会
や
木
酢
液

採
取
の
講
習
会
の
講
師
を
務
め
る
な

ど
地
元
の
普
及
活
動
も
行
い
、
そ
の

実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

２月17日（火）片品村役場２階農林研修室において、
「むらづくり塾」が開催されました。
都市農村計画研究所の青木志郎氏を講師に招き、『こ

れからの村づくり』小さくてもきらりと光る村を！を
テーマに講演をいただき、意見交換会を行いました。
講演では、住民自らによる活力あるむらづくりにつ

いて、具体的な事例を紹介しながらわかりやすく説明
をしていただきまし
た。
また、意見交換会

では、日頃から、積
極的にむらづくり活
動を行っている多く
の村民の方が活発な
意見交換会をおこな
いました。

２月17日（火）片品村役場二階農林研修室において、
「ぐんま文化観光社・片品」のビデオ試写会が開催され
ました。
このビデオは昨年の11月22日から24日の３日間、

片品村で開催された「ぐんま文化観光社・片品」の様
子を参加者の佐藤直紀さんが撮影してくれたものです。
佐藤さんからビデオを寄贈して頂きましたので、貴

重な映像記録として有効に活用させていただきます。
なお、ビデオの貸出もできますので、試写会に参加

できなかった方で、ビデオを見てみたい方は総務課ま
でご連絡ください。

「むらづくり塾」が開催されました

「ぐんま文化観光社・片品」の
ビデオ試写会が開催されました
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二
月
二
十
一
日
〜
二
十
四
日
に
行

わ
れ
た
ス
キ
ー
国
体
に
議
員
・
婦
人

会
・
ス
キ
ー
場
関
係
者
・
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
員
等
が
視
察
し
て
参
り
ま
し

た
。「

雪
清
く
　
人
あ
た
た
か
く
　
夢

熱
く
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
二

千
二
十
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し

た
。
本
村
か
ら
は
十
二
名
の
選
手
が

参
加
し
、
花
咲
の
戸
丸
さ
お
り
選
手

が
群
馬
県
の
旗
手
を
堂
々
と
務
め
ま

し
た
。

開
会
式
に
は
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下

の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
盛
大
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
山
形
県
で
の
ス
キ
ー
国

体
は
平
成
四
年
の
第
四
十
七
回
以

来
、
十
二
年
ぶ
り
の
一
市
二
町
の
分

離
開
催
で
し
た
。
各
競
技
会
場
の
移

動
は
二
時
間
前
後
で
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
式
典
と
競
技
は
運

営
・
設
備
と
も
に
充
実
し
て
お
り
、

歓
迎
の
ム
ー
ド
も
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

本
村
で
の
開
催
は
一
村
で
開
催
す

る
た
め
、
費
用
・
人
材
の
確
保
等
困

難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
片

品
な
ら
で
の
厚
い
も
て
な
し
と
、
会

場
間
の
交
通
の
便
の
良
さ
等
多
々
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
片
品
村
ら
し

い
国
体
の
開
催
が
出
来
る
よ
う
村
民

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
平
成
十
七
年
二
月
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
と
、
平
成
十
八
年
ス
キ

ー
国
体
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
や
ご

意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
国
体
事
務

局
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広報かたしな H16. 3

第
五
十
九
回

山
形
も
が
み
国
体

視
　
察

Hand Gestures ハンドジェスチャー

Key words: キーワード：
subtle 微妙な　　　 palm 手のひら
point 指差す　　　　 face, facing 表向けにする
chest 胸　　　　　　 opposite 反対の
knock ノックする　 go away 去れ！(命令)

Question: 問題：
Do hand gestures have the same meaning all over
the world? 
ハンドジェスチャーは全世界で共通でしょうか？

Last Month's Answer:  先月の答え：
Some states get a lot of snow, but others, like
Florida and Hawaii, rarely get any! 
何州かでは雪が多く降りますが、フロリダやハワイでは
めったに降りません。

March Holiday: 3月の祝日
3/17 St. Patrick's Day （国際）
セント　パトリック　ディ
This is an Irish holiday, but many people celebrate
it. It's typical to drink beer and eat potatoes and
cabbage on this day, because those are traditional
Irish foods. Also, many people wear green clothing
that day because the color green is a symbol of
Ireland. If you don't wear green, people may pinch
you!
アイルランドの祝日ですが、多くの人が祝います。伝統
的な食べ物であるジャガイモやキャベツを食べて、ビー
ルを飲みます。また、多くの人が緑の服を着ます。緑は
アイルランドのシンボルです。緑の服を着ないと人から
つねられますよ。

Many differences between American and Japanese culture are very subtle. 
日本とアメリカの文化にはたくさんの不思議な違いが見られます。
For example, hand gestures are often very different. 
手を使っての表現にも大きな違いがあります。
When you want to say, "Who, me?" you point at your nose. 
日本で「え！　私ですか？」という時は自分の顔(鼻)を指します。
An American would point at his chest to show the same meaning.
アメリカ人は、自分の胸を指します。
When you knock on a door, you use the back of your hand, with your palm facing you. 
日本ではノックをする時、手のひらを自分の方にむけて、手の甲でたたきます。
Americans usually turn their hands so their palms face away from them.
アメリカ人は、手のひらを向こうにむけて指の(第二)関節でたたきます。
Finally, when you want to call someone to you, you hold your hand out with the palm
down.
また、誰かを近くに呼ぶ時に、日本では手のひらを下にむけて、「おいで、おいで」をします。
Americans do it the opposite way, with their palms up, using just one finger.
アメリカ人は、まったく反対です。手のひらを上にして、一本の指(人差し指)で呼びます。
If I used the Japanese style in the United States, it would mean, "go away!"
アメリカで日本のようにしたら、それは「あっちへ行け」の意味になります。

力走する阿部選手

満席の会場のなか行進する群馬県選手団
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二
月
二
十
九
日
（
日
）
第
二
十
七

回
群
馬
県
小
学
生
総
合
体
育
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
が
嬬
恋
村
バ
ラ
ギ
ス
キ

ー
場
・
草
津
音
楽
の
森
距
離
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
、
県
内
各
校
か
ら
参
加
し

た
二
五
一
名
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

（
入
賞
者
の
み
掲
載
）

☆
大
回
転

四
年
生
女
子

優
　
勝

星
野
　
李
奈
（
片
小
）

準
優
勝

佐
藤
江
里
子
（
南
小
）

第
四
位

笠
原
　
聡
美
（
片
小
）

第
六
位

星
野
　
愛
生
（
片
小
）

五
年
生
女
子

優
　
勝

星
野
　
　
梓
（
南
小
）

準
優
勝

萩
原
　
令
名
（
片
小
）

第
三
位

今
泉
　
加
奈
（
南
小
）

六
年
生
女
子

優
　
勝

植
田
　
美
菜
（
片
小
）

準
優
勝

星
野
　
結
生
（
片
小
）

第
四
位

後
藤
　
綾
香
（
片
小
）

四
年
生
男
子

第
四
位

八
須
賀
裕
也
（
南
小
）

五
年
生
男
子

優
　
勝

今
泉
　
拓
也
（
南
小
）

第
四
位

戸
丸
　
優
太
（
南
小
）

第
六
位

桑
原
　
和
樹
（
片
小
）

六
年
生
男
子

第
三
位

三
浦
　
右
京
（
武
小
）

第
四
位

金
子
　
一
重
（
片
小
）

☆
距
　
離

四
年
生
女
子

優
　
勝

桑
原
み
ず
き
（
武
小
）

準
優
勝

山
崎
　
　
薫
（
片
小
）

第
六
位

羽
田
芽
ぐ
み
（
北
小
）

五
年
生
女
子

優
　
勝

山
　
　
未
彩
（
片
小
）

準
優
勝

小
須
田
菜
緒
（
片
小
）

第
三
位

宮
崎
こ
の
み
（
南
小
）

第
四
位

高
山
　
佑
実
（
北
小
）

六
年
生
女
子

優
　
勝

芝
崎
　
仁
美
（
片
小
）

準
優
勝

原
澤
　
　
唯
（
片
小
）

第
四
位

星
野
　
詩
穂
（
片
小
）

第
五
位

横
坂
美
智
子
（
片
小
）

第
六
位

入
澤
　
佑
紀
（
片
小
）

四
年
生
男
子

準
優
勝

飯
塚
　
　
将
（
武
小
）

第
四
位

千
明
大
士
郎
（
武
小
）

第
六
位

西
塔
　
　
廉
（
片
小
）

五
年
生
男
子

第
三
位

星
野
　
達
彦
（
片
小
）

第
五
位

星
野
　
　
潤
（
片
小
）

第
六
位

星
野
　
洋
人
（
南
小
）

六
年
生
男
子

優
　
勝

星
野
　
大
夢
（
片
小
）

準
優
勝

桑
原
　
正
人
（
武
小
）

第
三
位

笠
原
　
雄
太
（
片
小
）

第
六
位

横
坂
　
拓
也
（
片
小
）

三
月
六
日
（
土
）
・
七
日
（
日
）

の
二
日
間
第
三
十
三
回
群
馬
県
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
交
流
大
会
が
水

芭
蕉
コ
ー
ス
・
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

を
会
場
に
団
員
二
四
八
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
入
賞
者
の
み
掲
載
）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー

女
　
子

優
　
勝

片
品
Ａ
チ
ー
ム

山
　
　
未
彩
（
片
小
）

芝
崎
　
仁
美
（
片
小
）

小
須
田
菜
緒
（
片
小
）

準
優
勝

片
品
Ｂ
チ
ー
ム

横
坂
美
智
子
（
片
小
）

宮
崎
こ
の
み
（
南
小
）

原
澤
　
　
唯
（
片
小
）

男
　
子

優
　
勝

片
品
Ａ
チ
ー
ム

横
坂
　
拓
也
（
片
小
）

笠
原
　
雄
太
（
片
小
）

桑
原
　
正
人
（
武
小
）

星
野
　
大
夢
（
片
小
）

準
優
勝

片
品
Ｂ
チ
ー
ム

山
崎
　
寿
晴
（
片
小
）

笠
原
　
拓
馬
（
片
小
）

梅
澤
　
大
地
（
北
小
）

井
上
　
　
廉
（
片
小
）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
個
人

女
　
子

優
　
勝

芝
崎
　
仁
美
（
片
小
）

準
優
勝

小
須
田
菜
緒
（
片
小
）

第
三
位

山
�
　
未
彩
（
片
小
）

第
四
位

入
澤
　
佑
紀
（
片
小
）

第
六
位

横
坂
美
智
子
（
片
小
）

第
七
位

宮
崎
こ
の
み
（
南
小
）

第
八
位

桑
原
み
ず
き
（
武
小
）

第
九
位

星
野
　
詩
穂
（
片
小
）

第
十
位

原
澤
　
　
唯
（
片
小
）

男
　
子

優
　
勝

桑
原
　
正
人
（
武
小
）

第
三
位

井
上
　
　
廉
（
片
小
）

第
四
位

星
野
　
大
夢
（
片
小
）

第
五
位

横
坂
　
拓
也
（
片
小
）

第
六
位

梅
澤
　
大
地
（
北
小
）

第
九
位

笠
原
　
雄
太
（
片
小
）

ア
ル
ペ
ン

女
　
子

優
　
勝

植
田
　
美
菜
（
片
小
）

準
優
勝

星
野
　
結
生
（
片
小
）

第
三
位

後
藤
　
綾
香
（
片
小
）

第
六
位

星
野
　
李
奈
（
片
小
）

第
七
位

星
野
　
　
梓
（
南
小
）

第
九
位

荒
木
　
紫
穂
（
片
小
）

第
十
位

金
子
ひ
と
み
（
片
小
）

男
　
子

第
四
位

今
泉
　
拓
也
（
南
小
）

第
五
位

佐
々
木
仁
徳
（
南
小
）

第
六
位

星
野
　
　
基
（
片
小
）

第
七
位

金
子
　
一
重
（
片
小
）

第
十
位

戸
丸
　
優
太
（
南
小
）

広報かたしな H16. 3

第
二
十
七
回

群
馬
県
小
学
生
総
合

体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

第
三
十
三
回

群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
キ
ー
交
流
大
会

悪天候の中集中する選手

女子リレー

大健闘のクロスカントリーチーム



9

片
品
村
の
暮
ら
し
や
生
活
を
全
国

に
発
信
す
る
「
ふ
る
さ
と
自
慢
」
を

展
開
す
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
と
二
人

の
ゲ
ス
ト
歌
手
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と

自
慢
コ
ン
サ
ー
ト
の
二
部
構
成
に
よ

る
公
開
番
組
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
の
で
ご
希
望
の
方
は

次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

日
　
時

平
成
十
六
年
四
月
九
日（
金
）

開
　
演

開
場
午
後
五
時

開
演
午
後
五
時
四
十
分

終
演
午
後
八
時
予
定

会
　
場

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

出
　
演

申
し
込
み
方
法

官
製
往
復
は
が
き
（
一
人
一
枚
）

の
往
信
裏
面
と
返
信
表
面
に
郵

便
番
号
、
住
所
お
名
前
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
、

３
７
８
‐
０
４
１
５

利
根
郡
片
品
村
鎌
田
３
９
６
４

片
品
村
観
光
協
会
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
る

さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
公
開
係

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
、
当

選
し
た
方
に
入
場
整
理
券
（
一

枚
二
名
様
入
場
）
を
お
送
り
し

ま
す
。

応
募
は
が
き
記
入
例

締
め
切
り

平
成
十
六
年
三
月
二
十
五
日
（
木
）

必
着

放
送
予
定

第
一
部
　
平
成
十
六
年
五
月
二
日

（
日
）
午
後
八
時
五
分
〜
八
時
五

十
五
分

第
二
部
　
平
成
十
六
年
五
月
九
日

（
日
）
午
後
八
時
五
分
〜
八
時
五

十
五
分

お
問
い
合
わ
せ

片
品
村
観
光
協
会

０
２
７
８
‐
５
８
‐
３
２
２
２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局

０
２
７
‐
２
５
１
‐
１
７
１
２

片
品
村
で
は
、
平
成
十
六
年
四
月

下
旬
に
関
東
森
林
管
理
局
利
根
沼
田

森
林
管
理
署
と
協
定
を
締
結
し
、
花

咲
地
内
の
国
有
林
（
約
５
㌶
）
に

「
遊
々
の
森
」（
仮
）
を
設
定
す
る
計

画
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
有
林
内
で
活
動
を
希

望
す
る
団
体
（
個
人
は
除
く
）
が
、

自
ら
森
林
内
で
実
施
す
る
自
然
教
室

等
の
内
容
を
考
案
し
、
様
々
な
自
然

体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
森
林
と
親

し
み
、
森
林
の
良
さ
、
素
晴
ら
し
さ

を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
場
所
や
使

用
に
お
け
る
注
意
事
項
に
つ
き
ま
し

て
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
の
担
当
者

を
交
え
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
御
参
加

下
さ
い
。

日
時

平
成
十
六
年
三
月
十
五
日

（
月
）
午
後
二
時
〜

場
所

片
品
村
役
場
二
階
相
談
室

（
問
合
わ
せ
先
　
経
済
課
）

広報かたしな H16. 3

国
有
林
を
使
用
し
た
「
遊
々

の
森
」（
仮
）
で
自
然
体
験
等

の
企
画
を
し
ま
せ
ん
か
。

―
説
明
会
の
お
知
ら
せ
ー

片
品
村
村
制
１
１
５
周
年
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」

公
開
録
音

無
料
観
覧
希
望
者
募
集

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

むら（川）をきれいに
みぞや水路に汚れた水を流さないので、においや害
虫の発生を防ぐことができます。

越本・土出のみなさん､下水道に加入しましょう。
ご家庭の水洗トイレ、台所、お風呂などの汚水を下
水道に流すことができます。
しかし、せっかくできあがった下水道も、各家庭

に接続していただかないと、地域一帯の生活環境の
改善が進みません。
下水道が使えるようになったご家庭は、１日も早

く下水道への加入をお願いします。
（一部地区を除く）
越本・土出 のご家庭で加入手続き等不明なことがあ
りましたら、職員が説明に伺いますので、役場ダム
対策課へご連絡下さい。

下水道排水設備指定工事店のお知らせ（追加）

片品村下水道条例により指定を受けた者は次のと
おりです。

イリサワ　　片品村越本

※下水道排水設備の工事は片品村の指定を受けた者
でなければ行う事ができません。

石原　詢子

野口　五郎

観覧整理券の�
文面を印刷し�
返信致します�

下水道に加入しましょう！

国民健康保険税

納期は３月31日(水)です

第12期

今月の納期は
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平
成
十
六
年
四
月
よ
り
、
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
、
第
三
子
以
降

の
算
定
さ
れ
た
保
育
料
か
ら
更
に
二

分
の
一
を
減
免
す
る
保
育
料
減
免
事

業
の
実
施
を
予
定
し
ま
す
。
対
象
者

と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
２
月
中
旬
に

送
付
し
た
保
育
所
入
所
承
諾
書
に
申

請
書
を
同
封
し
て
あ
り
ま
す
。
申
請

書
は
役
場
住
民
課
若
し
く
は
各
保
育

所
に
あ
り
ま
す
。
随
時
受
け
付
け
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

○
保
護
者
が
現
に
扶
養
し
て
い
る
戸

籍
上
第
三
子
以
降
の
児
童
。

○
第
一
子
及
び
第
二
子
又
は
こ
れ
ら

と
同
等
の
者
を
父
母
が
、
現
に
養

育
及
び
監
護
し
、
さ
ら
に
第
三
番

目
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
又
は
養

育
及
び
監
護
す
る
児
童
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

片
品
村
役
場
　
住
民
課

1
５
８
‐
２
１
１
１
内
線
２
３
５

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
　
５
８
‐
２
１
１
６

片
品
村
で
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
、

村
内
に
住
所
を
有
す
る
満
六
五
歳
以

上
の
高
齢
者
で
利
用
登
録
さ
れ
た
方

を
対
象
に
敬
老
バ
ス
割
引
乗
車
券
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
乗
車
券
は
関
越
交
通
が
運
行

す
る
バ
ス
路
線
で
、
乗
降
場
所
の
い

ず
れ
か
一
方
が
片
品
村
で
あ
る
場
合

に
利
用
で
き
ま
す
。

現
在
、
三
、
〇
〇
〇
円
の
バ
ス
カ

ー
ド
（
利
用
可
能
額
四
、
三
五
〇
円
）

を
該
当
者
に
対
し
て
一
、
七
〇
〇
円

で
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
県
の
補
助

金
見
直
し
や
、
利
根
沼
田
各
市
町
村

の
販
売
状
況
等
を
考
慮
し
、
平
成
十

六
年
四
月
一
日
か
ら
二
、
〇
〇
〇
円

で
販
売
し
ま
す
。

（
但
し
、
利
用
で
き
る
方
は
購
入
者

に
限
ら
れ
ま
す
。）

利
用
者
登
録
及
び
バ
ス
カ
ー
ド
の

販
売
は
片
品
村
役
場
総
務
課
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
す
る

方
は
年
齢
等
を
確
認
で
き
る
も
の

（
健
康
保
険
証
等
）
を
持
参
の
上
、

利
用
登
録
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
等
の
問
い
合

わ
せ
は
、
片
品
村
役
場
総
務
課
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
三
十
名

来
年
三
月
ま
で
毎
月
第
三
水
曜
日
に

活
動
し
ま
す
。

年
会
費
二
千
円
で
会
の
運
営
を
行
な

い
、
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

準
備
総
会
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

日
時

四
月
二
十
一
日
（
水
）
十
時

場
所

高
齢
者
福
祉
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー

作
品
に
つ
い
て
は
、
未
定
で
す
が
、

裁
縫
箱
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

と
も
の
会
は
、
今
年
度
は
活
動
自

体
も
、従
来
以
上
に「
生
涯
活
動
」・

「
生
き
甲
斐
」・「
世
代
間
交
流
」・「
健

康
ラ
イ
フ
」
を
目
指
し
て
、
自
分
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に
重
点
を
お
い

て
自
主
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

尚
今
年
か
ら
参
加
者
に
つ
い
て
は
、

送
迎
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
を
か
け

る
予
定
な
の
で
今
年
度
参
加
希
望
の

方
は
、
必
ず
電
話
等
ご
連
絡
く
だ
さ

い締
め
切
り

四
月
二
十
日

詳
し
く
は
事
務
局
５
８
―
３
２
１

１
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

○
税
込
み
価
格
表
示

消
費
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

総
額
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
花
の
駅
で
は
、
今
年
一
月

よ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
及
び
売
店
な
ど
、

消
費
税
込
み
価
格
と
し
て
表
示
し
て

お
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
料
　
　
理

当
館
で
は
手
作
り
料
理
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
で
も
料
理
と
は
、
奥
深

い
も
の
で
あ
る
と
つ
く
づ
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。
お
客
様
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
料
理
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー

に
励
み
ま
す
の
で
、
お
気
づ
き
の
点

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
園
　
　
芸

啓
蟄
も
過
ぎ
、
花
の
駅
も
春
を
迎

え
る
準
備
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
花

壇
に
植
え
る
花
の
種
子
を
ま
き
ハ
ウ

ス
に
て
育
て
ま
す
。
ま
た
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
も
２

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
宿
根
草
を
多

く
取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
株
も
大
き
く
な
り
見
応
え
の
あ
る

ガ
ー
デ
ン
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
ガ
ー
デ
ン
の
様
子

を
随
時
ご
案
内
し
て
い
き
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

広報かたしな H16. 3

保
育
料
の減

免
に
つ
い
て

敬
老
バ
ス
割
引
乗
車
券
の

販
売
金
額
が
変
わ
り
ま
す

な
で
し
こ
と
も
の
会

２
０
０
４
年
会
員
募
集

図書室だよ
り�

読んでみませんか

『看守眼』横山秀夫 著

『号泣する準備はできていた』江國香織 著

『半落ち』が映画化され評価が高いが、本書は横山秀
夫の入門書ともいえる一冊です。間もなく定年を迎える
留置所の管理係が、証拠不十分で釈放された容疑者の男
を執拗に追う表題作、自伝の報筆を請け負うライターが、
大企業の会長から過去に犯した殺人を告白される｢自伝｣
ほか４編を収録。

昔の恋人と同じ部屋で過ごす時間の危うさを題した
｢手｣、そしてその哀しみを乗り越えてゆくさまを伝える
表題作・・。
濃密な恋と、絶望、そして優雅な立ち直り方、鼓動さ
え伝わってくる、透明な12の短編集。直木賞受賞作。

＊火～金午後1:00̃5:00 開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー 3/21～4/24

日 月 火 水 木 金 土
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

４
１
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広報かたしな H16. 3

○　事業者免税点が引き下げられます。

《適用関係》
この改正は、平成17年分から適用されます。

○　簡易課税制度の適用上限が引き下げられます。

《適用関係》
この改正は、平成17年分から適用されます。

○　総額表示が義務付けられます。

《適用関係》
この改正は、平成16年４月１日から適用されます。

例えば、税抜価格9，800円、消費税等490円、合計10，290円の商品を総額で表示した場合、次に掲げるような表示となり
ます

10，290円
10，290円（税込）
10，290円（税抜価格9，800円）
10，290円（うち消費税等490円）
10，290円（税抜価格9，800円、消費税等490円）

（注） 1 価格の表示が消費税等を含めた総額であれば、「総額である」旨の表示は必要ありません。
2 消費税額を含む支払総額が表示されていれば、併せて「消費税額」や「税抜価格」を表示しても差し支えありません。

基準期間（※）における課税売上高（※）が1,000万円（現行3,000万円）を超える方について、消費税の申告と納税が

必要となります。

簡易課税制度（※）を適用できる方は、基準期間における課税売上高が5,000万円（現行２億円）以下の方になります。

課税事業者が取引の相手方である消費者に対して商品等の販売、役務の提供等の取引を行うに際し、あらかじめその取引

価格を表示する場合には、消費税額（含む地方消費税額）を含めた価格を表示することが義務付けられます。

消費税の申告が必要かの判断は？

消費税の申告と納税が必要な事業者は、前々年（基準期間）の事業収入などの課税売上高により課税事業者となるかが判
断されます．したがって、平成17年分の基準期間は平成15年分となり、以降、毎年判断されます。基準期間において課税
事業者は税別、免税事業者は税込みが課税売上高です。

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、

就
職
や
退
職
な
ど
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●
　
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
や
学
生
な
ど
）
の
場
合

・
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き

（
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
へ
）

・
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
あ
な
た
の
収
入
が
減
少
し
た
こ
と

等
に
よ
り
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

（
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
へ
）

●
　
第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
）
の
場
合

・
退
職
し
た
と
き

（
本
人
が
市
町
村
へ
）

・
退
職
し
て
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

（
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
へ
）

●
　
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
）
の
場
合

・
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き

（
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
か
ら
社
会
保
険
事
務
所
へ
）

・
あ
な
た
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、
離
婚
等
に
よ
り
、
配

偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

（
本
人
が
村
へ
）

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
届
出
が
必
要
で
す
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◆
自
動
車
の
名
義
変
更
・
住
所
変
更

抹
消
登
録
は
早
め
に
◆

自
動
車
税
は
毎
年
四
月
一
日
現
在

で
群
馬
運
輸
支
局
に
登
録
の
あ
る
自

動
車
の
所
有
者
（
た
だ
し
、
売
主
が

所
有
権
を
保
留
し
て
い
る
場
合
は
買

主
）課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

人
に
譲
っ
た
り
、
解
体
し
た
場
合
、

速
や
か
に
登
録
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。
登
録
を
行
わ
な
い
と
自
動
車
税

が
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
引
っ
越
し
を
さ
れ
た
方
へ
　
　

§
　
自
動
車
税
　
§
◆

お
引
っ
越
し
を
さ
れ
て
、
住
民
票

の
手
続
き
等
も
終
え
、
ホ
ッ
と
な
さ

っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
自
動
車
の
登
録
は
お
済

み
で
す
か
？

毎
年
五
月
、
住
所
を
変
え
た
方
の

中
で
、「
自
動
車
税
の
通
知
が
届
な

い
」
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
住
所
や
名
前
が

変
わ
っ
た
場
合
、
自
動
車
の
登
録
内

容
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
方

は
、
群
馬
運
輸
支
局
（
1
０
２
７
―

２
６
３
―
４
４
１
２
）
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

四
月
一
日
に
食
糧
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
米
穀
の
出
荷
・
販
売
の
事

業
を
行
う
人
は
、
事
業
開
始
前
に
農

林
水
産
大
臣
へ
の
届
け
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▽
対
象

年
間
二
十
精
米
ト
ン
以
上
の
米
穀

の
出
荷
ま
た
は
販
売
を
行
う
人

▽
届
け
出
期
間

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
随
時

▽
届
け
出
方
法

所
定
の
届
け
出
用
紙

▽
届
け
出
用
紙
配
布
場
所

関
東
農
政
局
群
馬
農
政
事
務
所
、

県
庁
農
業
経
済
課
、
県
農
業
総
合
事

務
所

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.syokuryo.m

aff.go.j

p/syukka-hanbai-todokede/ind

ex.htm

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▽
そ
の
他

平
成
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
有
効

期
限
が
あ
る
登
録
者
は
、
届
け
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
届
け
出
先

関
東
農
政
局
群
馬
農
政
事
務
所

▽
問
い
合
わ
せ
先

1
０
２
７
（
２
２
１
）
１
１
８
１

平
成
十
五
年
八
月
に
民
事
執
行
法

が
改
正
さ
れ
、
権
利
実
現
の
実
効
性

を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
債
権

者
の
申
立
て
に
よ
り
裁
判
所
が
債
務

者
に
財
産
の
開
示
を
命
じ
る
制
度

（
財
産
開
示
手
続
）
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
手
続
は
、
平
成
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

財
産
開
示
手
続
は
例
え
ば
、
金
銭

の
支
払
を
命
じ
る
確
定
判
決
を
得
た

の
に
支
払
っ
て
も
ら
え
な
い
た
め
、

債
務
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
て
支

払
を
受
け
た
い
と
し
て
も
、
ど
こ
に

ど
の
よ
う
な
財
産
が
あ
る
の
か
分
か

ら
な
い
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

裁
判
所
が
債
権
者
の
申
立
て
を
相

当
と
認
め
れ
ば
、
債
務
者
は
裁
判
所

に
出
頭
し
て
宣
誓
し
、
財
産
の
状
況

を
陳
述
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
際
、
債
務
者
が
虚
偽
の
陳
述
を

す
る
と
過
料
の
制
裁
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
一
方
で
債
務
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
不
当
に
侵
害
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
債
権
者
が
こ
の
手
続

で
得
た
情
報
を
目
的
外
に
使
用
す
る

と
、
過
料
の
制
裁
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

前
橋
地
方
法
務
局
沼
田
支
局
で

は
、
取
り
扱
っ
て
い
る
土
地
・
建
物

の
不
動
産
登
記
事
務
を
次
の
と
お
り

第
一
次
分
・
第
二
次
分
と
二
回
に
分

け
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
処
理

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
第
一
次
分
）

平
成
十
六
年
三
月
十
五
日
（
月
）
か

ら
沼
田
市
、
月
夜
野
町
、
水
上
町
、

昭
和
村

（
第
二
次
分
）

平
成
十
六
年
七
月
十
二
日
（
月
）
か

ら
白
沢
村
、
川
場
村
、
利
根
村
、
片

品
村
、
新
治
村

こ
れ
に
よ
り
、
登
記
申
請
手
続
き

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
さ
れ
た
区
域
で
は
、
従
来

の
不
動
産
登
記
簿
謄
・
抄
本
に
代
わ

り
「
登
記
事
項
証
明
書
」
を
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
手
数
料

は
一
通
一
、
〇
〇
〇
円
（
十
枚
ま
で
）

で
す
。

ま
た
、
不
動
産
登
記
簿
の
閲
覧
制

度
は
な
く
な
り
、
こ
れ
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
「
登
記
事
項
要
約
書
」
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
数

料
は
一
登
記
記
録
五
〇
〇
円
（
五
枚

ま
で
）
で
す
。

詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
法
務
局
沼

田
支
局
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

1
０
２
７
８
―
２
２
―
２
５
１
８

広報かたしな H16. 3

自
動
車
税
に
関
す
る

お
知
ら
せ

前
橋
地
方
法
務
局
沼
田
支
局
の

不
動
産
登
記
事
務
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す

新
し
い
民
事
執
行
制
度
　

―
財
産
開
示
手
続
に
つ
い
て
―

（
要
旨
）

米
の
出
荷
・
販
売
を
行
う
人
は

届
け
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平成16年度　警察官Ａ特別採用試験
沼田警察署

注1：採用試験計画の一部は変更されることもあります。
注2：平成17年3月に大学・高校等を卒業する見込みの

人は、夏季から秋季にかけて採用試験を実施する
予定です。

昭和49年4月2日以降に革まれた男性で、学校

教育法による大学（短期大学を除く）又はこれ

と同等と人事委員会が認める学枚を卒業した人、

又は平成16年9月30日までに卒業見込みの人

で、平成16年10月1日から勤務可能な人

昭和49年4月2日から昭和62年4月1日までに生

まれた男性（平成17年4月1日現在18～30歳）

で、上記警察官Aの学歴に該当する人及び大学

（短期大学を除く）、学校教育法による高等学校若

しくは中等教育学校を平成16年10月1日から平成

17年3月31日までに卒業する見込みの人を除

き、、かつ、平成16年10月1日から勤務可能な人

試験案内配布場所

沼田警察署及び各交番・駐在所（3月19日（金）から）
詳しくは、沼田警察署又は最寄りの交番・駐在所にお尋
ね下さい。
【沼田警察署】 1 0278－22－0110

試験区分

警察官A

（男性）

第1回特別

警察官B

（男性）

特　　別

受付期間

3月22日

（月）

4月９日

（金）

5月23日

（日）

第1次試験日受　　　験　　　資　　　格
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人口と世帯(平成16年２月１日現在)世帯数 1,758世帯(＋１) 男 2,936人(－７) 女3,032人(－３) 計5,968人(－10）
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将来どんな人になってほしいですか
どんな壁にぶつかって

も自分で知識を集めてそ
れを消化し、納得した上
で『良い事・正しい事』
を判断して進むべき道を
歩み意思を貫ける人にな
ってほしい。

ちゃん（H15．３．31生）

吉野幸芳・知己 さん（土出）のお子さん

命名
琴音芯が強く凛とした古風

な女性を想像したら日本
古来から女性のたしなみ
とされた「琴」が思い浮
かび夫婦そろって音楽好
きなので「音」という字
を組み合わせてみたら響
きも良くかわいかったの
で決めました。

こと ね

将来どんな人になってほしいですか
命名理由と変わらない

けれどみんなを支えてい
ける様な人になってほし
いです。そして大きな心
を持って何より健康にす
くすく育って欲しいと思
います。

くん（H15．３．30生）

吉野仁詞・夕子 さん（鎌田）のお子さん

命名
陸斗普段何気なく踏み込ん

でいる陸だけれどもそん
な陸は強くたくましい印
象を受けました。我が子
にもみんなをその陸で支
えていけるような大きな
陸になってもらいたいと
願いを込め☆陸斗☆と名
づけました。
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広報「かたしな」は再生紙を使用しています。

将来どんな人になってほしいですか
心も身体も健康で、人

の痛みを理解し、思いや
る事のできる、優しく明
るい女性になってもらい
たいです。

ちゃん（H15．３．28生）

千明義栄・留理子 さん（東小川）のお子さん

命名
芽生幾つかの候補の中で、

草花や木等の芽が生まれ
る季節に誕生した事と、
「めい」という響きを気
に入っていた事。そして、
明るい未来が芽生えてほ
しいという願いを込めて
命名しました。

め　い

フレッシュ・ヤング No.93

佐　藤　和　輝 さ
ん 花咲（24才）

■両親の名前：父　敏夫さん、母　松子さん
■職業は何ですか：サービス業　有限会社スミダに勤
務しています。

■趣味は何ですか：玉がつくものほとんど
■片品をどう思いますか：この広く大きな自然の素晴
らしい大地の中で生まれ育ったことを誇りに思い、
これからも若いしが暮らしやすく働きやすい、そん
な片品であってほしいです。

■好きな異性のタイプ：いつも笑顔を絶やさない酒好
きな人

さ　　 とう　 かず　　き

募 集 し ま す
４月号より広報紙の内容充実を図るため、次の３

コーナーを掲載予定です。情報を広く募集します。
１　わがむらじまん

パンフレットにない村内のとっておきの
場所・もの等

２　匠シリーズ
みんなに紹介したい職人・名人

３　みんなの声
みなさんの声を届けてください

総務課広報係までFAX、文書、Eメール、電話等で
（差出人明記）
お知らせ下さい。（取材に伺います）FAX58-2110
158－2111(219)
Eメール　h-ei@vill.katashina.gunma.jp




